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世界経済の現状と流れ

世界経済はＥＵ，ＮＡＦＴＡの発展の恩恵を東アジアが吸収することにより、
ここ３０年均衡ある発展を遂げてきた。
拡大EU（今春、27か国に拡大）に、世界から投資が集まるという恩恵を受け
ている。このことは、Euroの上昇の原因。

米国は、サブプライムローンの処理の問題により、不確実性を増大し、米ドル
低下の原因となっている。
しかし昨今のエネルギー価格の上昇、地球環境問題の深刻化、地域紛争の
継続など不安定化要因が増大する中、東アジアは自助努力促されている。

ドーハラウンド交渉の遅れにより、FTAがアジアでも増
殖している。
スパゲッティ・ボウル問題がアジアで起きつつあり、それ
が回避するべき大きな問題か、検討する必要に迫られ
ている。回避となれば、地域をあげての取り組みが必要。
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地域別 GDP (１０億ドル)
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Note: EAS 16 includes ASEAN10 (Brunei, Cambodia, Indonesia, Laos, Myanmar, Malaysia, the Philippines, 
Singapore, Thailand, and Vietnam), plus three (China, Japan, and Korea), and plus three (Australia, India 
and New Zealand).
Source: International Monetary Fund (IMF), World Economic Outlook Database, April 2007. 

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
東アジアの経済は、過去30年、急速な発展を遂げた。



インド、オーストラリア、ニュージーランドを含めた拡大東アジア（ASEAN+6)の経済規模は、NAFTA 、 EU27の規模に匹敵するまでに至っている。�
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Note : 1. Trade value is on  the import basis.    2. China does not include Hong Kong.  
3. Because of data availability, import figures of Brunei Darussalam are not included and those of Mexico are on the 2003 basis. 

Sources : Original data came from UN Comtrade database. Compiled by IDE.
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プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
すでに、東アジアでは、域内間の相互貿易が拡大、特に、部品貿易が拡大していることが特徴。

逆に、アジアは、最終財の貿易自由化は遅れている。



さらに、重要な点は、NAFTAやEUが、この生産ネットワークを支える重要な市場の役割を果たしている点である。



従って、米国経済の不確実性は、アジアの発展の基盤そのものを危うくする可能性があり、アジアは、自衛行為として、新たな取り組みを開始する必要が出てきた

�
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Many countries have joined the league. Production fragmentation & 
networks which is characteristics of E-A, has developed most in East 
Asia. 

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�


さらに、重要な点は、このプロダクション・ネットワークには、日本企業のみならず、アメリカの企業も参加していることである。

MotorolaやDellは大きな生産拠点をアジアに構築していることである。

米国企業自身にとっても、アジアの生産拠点、市場の重要性はますます重要になり、アジアの市場統合は米国企業にも大きな利益を供与する。





�
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GDP per capita by country in East Asia (2006, US dollars)
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Source: International Monetary Fund, World Economic Outlook Database, April 2007. 

Nevertheless, there are great disparities

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
しかしながら、東アジアには、各国間で、国内地域間で、所得格差が大きいという問題がある。

この格差を是正できなければ、アジアの格差は逆に不安定要因へと変化する恐れがあり、アジアの未来はない。







�
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東アジア経済統合の課題

１）生産、サービスのネットワークの強化、２）格差是正が東
アジアの経済統合の課題。
フラグメンテーション理論によれば、格差が大きいほどフラ
グメンテーションが進む。
東アジアの経験では、混雑効果が働き、都市が次々と工業
化されてきた。
適切な政策が採用されれば、混雑効果により、工程間分業
が進み、所得水準の低い国にも一部の工程が移転する。
その鍵を握るのが、サービスリンクコスト（拠点間を結ぶ
サービスコスト）と新たな拠点を作るネットワークセットアッ
プコスト。
これには、時間も含まれる。

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
東アジアの課題は、第1に生産、サービスのネットワークを強化すること。第2は、格差を是正することである。

フラグメンテーション理論によれば、格差が大きいほど、フラグメンーションは進む。

また、東アジアの経験では、混雑効果が働き、都市が次々と工業化されてきた。

理論的、かつアジアの経験からすると、適切な政策が実施されれば、混雑を避けようとする企業が、所得の低い水準に生産工程の一部を移転する。これにより、アジアは所得格差を是正しながら発展できる。

それでは、適切な政策とは何か？その鍵を握るのが、サービス・リンクコストと、新たな拠点を立ち上げるためのネットワークセットアップコストである。

重要な点ですが、これには、時間も含まれるという点です。�
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サービスリンクコスト

Anderson and Wincoop (2004)  
170 (2.7=1.21∗1.44∗1.55) %. 

21 %： 輸送費

44 %： 国境障壁

8%：関税

36% その他国境障壁

55 %：卸売・小売

サービスリンクコストは、関税引き下げだけでは不十分

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
 



Anderson and Wincoop (2004) が、OECD諸国のサービスリンク・コストを計算しております。

その推計結果によりますと、モノが生産されてから消費者の手に渡るまでのコストは、実に170%にも達します。

このうち、 21% が輸送費、運搬費です。

これに対し、国境障壁は、 44%にもなります。しかも、関税は8％のみで、通関手続きに要する時間などを含むその他国境障壁は36％に達します。

残りの55%が卸売・小売のマージンになります。 

ここで、重要な点は、関税の削減だけでは、サービス・リンクコストの削減は不十分であるという点です。

さらに、重要な点は、アジアなど開発途上国のサービスリンクコストは、非常に大きいにコストになるという点です。�
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アジアの高いサービスリンク・コスト

Source: duplicated from Brent Layton (2007), ERIA project number 1 
meeting on 24-25, originally from http://www.doingbusiness.org/ 

輸出入手続き時間と必要書類

0 10 20 30 40 50 60

Laos

C ambod ia

V ie tnam

Ph ilipp ines

T ha iland

Indonesia

Brune i

M alay sia

S ingapore T ime fo r  import (day s)
T ime fo r  ex port (day s)
D ocumen ts fo r  import (number )
D ocumen ts fo r  ex port (number )

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
実際上、アジアのサービスリンクコストは、非常に高くなっています。

特に、大きな問題は、輸出入時の通関に必要な書類と、書類作成を含め、通関に要する時間の問題です。

この時間を短縮できれば、生産ネットワークは所得水準の低い国にも覆うことができます。しかも、それは、東アジアの所得増大にもつながり、アジアだけでなく、米国、欧州にも多大な利益を提供できるのです。�
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東アジアは呉越同舟

生産、サービスのネットワークを強化

格差を是正

エネルギー確保と環境維持

FTAの増殖によるスパゲッテイ・ボール問題

の影響を調査し、小国、中小企業も恩恵を
受ける貿易・投資体制の構築が必要。

フラジャイルな、デジュールなネットワーク
を補強するための自助努力が必要。

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
東アジアは、呉越同舟です。

われわれの課題は、生産、サービスのネットワークを強化し、格差を是正し、エネルギーの安全保障と環境を維持する、これらを同時に達成しなければなりません。

もうひとつ、重要な課題は、アジアでFTAが増殖していることです。2007年以降、多くのFTAが実施されようとしています。これらのFTAは、原産地規則がことなり、さらに、関税の引き下げスケジュールが異なります。企業にとって、これらの原産地則に慣れ、関税率の違いを把握することは大変な作業で、いわゆる、スパゲッティボール問題がアジアで起きようとしています。この問題の核心は、企業は、市場の大きな国との貿易に労力をつぎ込むことになり、結局は、小さな国は排除されます。また、中小企業も、利用は難しくなるでしょう。

各国が、大企業・中小企業を問わず、平等な条件で競争できるような、新たな貿易取り組みの構築が必要になっているのです。

そうした貿易取り組みの構築は、言うまでもなく、アジアだけでなく、そこに参加する外国企業も利益を受け、また、アジアの成長を通して、世界全体に利益は波及するのです。�
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日ASEAN首脳会議の成果
 （１１月２１日・シンガポール）

「日ASEAN賢人会議」を早急にスタートさせ、将来の日ASEAN関係の方

向性等の提言を来年の首脳会議に報告させたい。

日本アセアンセンターの機能強化のため、同センターの設立協定改正の

早期発効に向け協力を得たい。

ASEANの域内格差是正を目的とするメコン地域開発支援を継続。

日ASEAN包括的経済連携（AJCEP）協定の交渉の妥結を歓迎。早期発

効に向けてASEAN各国の協力に期待。

東アジア包括的経済連携構想の研究を促進。東アジア・ASEAN経済研

究センターが正式に設立に合意されたことを歓迎。
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